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ガスクロマトグラフ (ECD検出器)

ガスクロマトグラフィーは、試料中の混合成
分を分配または吸着などにより分離し、検出を
行う分析手法の一つです。この方法で分析をす
る装置をガスクロマトグラフ（図1）と言います。
この分析法は、揮発性物質（気体･液体）の分
離･定量に適しています。目的に応じて多彩な条
件を設定でき､適応範囲が広いので､微量成分の
測定や､多数の成分を一度に分析することも可能
です。一般にヘリウムや窒素などの不活性な気
体が移動相に用いられ、固定相を充填したガラ
ス管（カラム）中で試料混合物が分離されます。
カラムは、内径2～6mmのパックドカラムや内径
0.5mm以下、長さ数十mのキャピラリーカラムを
用います。注入口からシリンジ等で挿入された
サンプルは、高温の気化室で気化した後、キャ
リアガスによってカラムに移動します。サンプ
ルは、含まれている各成分と固定相表面との相
互作用の違いによって分離され、その後検出器
で電気信号に変換されます。検出器には比較的
汎用性の高い熱伝導度型（TCD）、水素炎イオン
化型（FID）や、 特定化合物に感度の高い電子
捕獲型（ECD）、炎光光度型（FPD）等種々のも
のがあります。時間を横軸に、検出器から得ら
れた信号強度を縦軸にとったデータ（クロマト

グラム）を用いて、保持時間から物質の同定、
面積から定量を行います。

窒素等のキャリアガスは、β線を発する放射
性物質の63Niを使用する検出器に導入されるとイ
オン化され、弱い電位をかけることにより、電
流が流れます。ここに、ハロゲンなどの親電子
性物質を含む有機化合物や有機金属化合物が入
ってくると、電子を捕獲して負イオンとなり移
動速度が遅くなり、電極間の電流が減少します。
この減少量を測定することで、親電子性物質を
選択的に検出できます。炭化水素類はECDにほ
とんど応答を示しませんが、ハロゲン、リン、
ニトロ基などを含む化合物を高感度に検出する
ことができます。

ヘッドスペースサンプラー（図2）は、試料容
器の上部にできた空間
部（ヘッドスペース）
の気体をサンプリング
し、ガスクロマトグラ
フに導入する装置です。
試料溶液をある一定の
空間を残して試料容器
に入れると、溶液中の
揮発性物質のみがヘッ
ドスペース部分に溜ま
ります。この部分のガ
スを分析することによ
り、難揮発性物質中の揮発性物質の成分分析が可
能です。
本グループではヘッドスペースサンプラーと
ECDガスクロマトグラフ装置を組み合わせるこ
とにより、土壌、廃棄物中の微量揮発性有機化
合物（VOC）分析や医療材料中の残留成分の分
析などの依頼分析を行っております。是非ご利
用ください。
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ガスクロマトグラフは、揮発性物質（気体･液
体）の分離・定量に用いられる分析装置です。
主に有機材料の成分分析や環境分析などに用い
られています。ECD検出器を有した装置は、主
にハロゲン化合物の分析に力を発揮します。




